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特定生産緑地　申請受付中です
　特定生産緑地制度は、指定から３０年を迎える生産緑地について、買取申

出が可能となる時期を１０年間延長する制度です。特定生産緑地の指定を受

けると、固定資産税等の税制特例が継続されます。

　足立区では、平成５年に生産緑地の指定を受けた農業者（生産緑地所有者）

の皆様を対象に特定生産緑地の指定申請を受け付けています。

　指定から３０年経過後は、特定生産緑地の指定を受けることができません。
対象となる生産緑地を所有し、農業経営を継続される農業者の方は、農業振

興係にて手続きをお願いいたします。

　特定生産緑地の指定を受けると固定資産税等の税制特例だけでなく、農地
の行為制限（農業用と認められる施設のみ設置可能）及び適正な肥培管理義
務も１０年間継続となります。これまでと同様、適正に管理されていない、
又は農業委員会からの指導に応じず、改善が見られない生産緑地については、
固定資産税が宅地並みに引き上げられる、相続税等納税猶予適用農地につい
ては期限の確定（納税猶予が打ち切られ、猶予されていた相続税等と利子税
が課税されること）になる場合があります。農業者の皆様には、引き続き農
地の適正な管理をお願いいたします。

■申請受付状況（令和４年６月末時点）　※平成４年又は平成５年指定

■農地の適正管理にご協力をお願いします！

　足立区農業委員会事務局（産業振興課農業振興係）
　場所：区役所本庁舎南館４階
　電話：３８８０－５８６６

　１４４地区のうち、１２６地区（８７.５％）
　１０４世帯のうち、９０世帯　（８６.５％）

■申請窓口・問い合わせ先

※平成５年に指定された生産緑地を所有され、特定生産緑地未申請の農業者の方は、

　令和５年（2023年）６月末を最終の申請受付締切とさせていただく予定です。

足
立
区
農
業
委
員
会
会
長　

荒
堀　

安
行

　

平
成
４
年
に
生
産
緑
地
制
度
が
改
正
さ
れ
、
30

年
が
経
過
し
ま
す
。
足
立
区
で
は
令
和
４
年
６
月

に
、
平
成
４
年
指
定
分
の
特
定
生
産
緑
地
の
申
請

を
締
め
切
り
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
は
、
平
成
４
年
指
定
の
生
産
緑
地
の

１
割
ほ
ど
が
未
申
請
で
し
た
。
東
京
都
全
体
で
は

２
割
ほ
ど
が
未
申
請
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

都
市
農
地
の
位
置
づ
け
が
「
宅
地
化
す
べ
き
も

の
」
か
ら
都
市
に
「
あ
る
べ
き
も
の
」
と
転
換
さ

れ
市
街
地
に
も
空
閑
地
と
し
て
の
農
地
が
必
要
と

し
た
都
市
農
業
振
興
基
本
法
の
効
果
も
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
、
農
地
を
な
く
す
こ
と
な
く

営
農
を
進
め
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と

を
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
や
東
京
都
は
、
担
い
手
不
足
の
解
消
な
ど
に

多
く
の
予
算
を
割
り
振
っ
て
い
ま
す
が
、
相
続
制

度
と
農
産
物
の
適
正
価
格
こ
そ
が
、
農
地
の
減
少

を
止
め
る
手
立
て
だ
と
思
い
ま
す
。

　

生
産
物
の
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
農
産
物
の
適
正

価
格
の
維
持
が
安
心
し
て
農
業
を
営
む
大
切
な
要

素
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
足
立
の
農
業
の
振
興
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

☆
令
和
４
年
度
の
活
動
に
あ
た
り
☆
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平
成
21
年
の
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
地
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
農
地
を
適
正
に
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
（
農

地
法
第
２
条
の
２
）
。

　

こ
の
た
め
、
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
、
農
業

委
員
会
が
実
施
す
る
「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
が

法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
適
正
に
農

地
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、

農
業
委
員
会
か
ら
土
地
所
有
者
に
対
し
、
必
要
な

指
導
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

生
産
緑
地
に
お
い
て
は
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
、
ま
た
は
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
特

定
生
産
緑
地
へ
の
指
定
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
相
続
税
等
納
税
猶
予
適
用
農
地
に
つ
い
て

は
税
務
署
に
通
知
し
、
そ
の
結
果
、
期
限
の
確
定

（
納
税
猶
予
の
打
ち
切
り
）
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

足
立
区
農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
９
月
14

日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
を
「
農
地
保
全
・
利
活
用

促
進
月
間
」
と
設
定
し
、
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
策
を
十
分
に
講
じ
た
う
え
で
、
地
域
担
当

の
農
業
委
員
が
現
地
を
確
認
し
、
農
地
が
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
か
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
２
日
（
木
）
に
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
受
講
生
は

13
名
で
す
。
全
９
回
の
講
座
を
通
じ
、
ト
マ
ト
の

芽
か
き
、
キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
、
農
薬
使
用
の
実
習

な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
農
作
業
へ
の
意

欲
は
高
く
、
仕
事
ぶ
り
は
大
変
好
評
で
、
毎
年
た

く
さ
ん
の
派
遣
依
頼
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
時
期
に
よ
っ
て
は
、
派
遣
の
依
頼
に

お
応
え
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

過
去
10
年
間
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
実
績

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

●
仕
事
内
容
：
農
作
業
全
般
の
補
助

　

（
片
付
け
、
芽
か
き
、
定
植
、
袋
詰
め
、
剪
定

な
ど
）

●
派
遣
時
間
：
お
お
む
ね
３
時
間
（
休
憩
含
む
）

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
農
業
者
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
随
時
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
度
ま
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
実
施

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
し
っ
か
り

と
し
た
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
、
２
年
ぶ
り
の

実
施
が
叶
い
、
意
欲
あ
る
受
講
生
の
皆
様
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
業
振
興
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

【
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

【
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

生産緑地関係

相 続 関 係

農地転用関係

審議・処理内容

年度 派遣人数（人）

1271

1749

2131

2463

2844

3158

3233

3002

2815

2392

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

件数 面積（㎡）

12,002.36

2,434.51

25,537.94

29,757.65

３

16
相 続 税 等
納税猶予関係 特例農地等における

３年毎の農業経営継続
証明書発行

適格者証明書発行

農業の主たる従事者につ
いての証明書発行
３条の３届出（相続による
農地取得）受理

４条届出（自己転用）受理

５条届出（所有権等移転）
受理

10

3

46

74

4,617.92

39,689.91

◆
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
◆

　農業委員会は、農地関連法に基づく法令業務や農業

振興に関する様々な活動を行っています。令和３年度

に審議・処理等を行った主な業務は、次のとおりです。

農業委員会審議・処理件数を報告します

農業ボランティア派遣実績（過去10年間）
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「
第
49
回
足
立
区
春
花
品
評
会
」
が
３
月
17
日

（
木
）
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支
店
２
階
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
品
評
会
で
は
、
多
数
の
花
苗
や
区
の
花

で
も
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
出
品
さ
れ
、
審
査
会

場
は
81
点
の
色
と
り
ど
り
の
花
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

足
立
区
議
会
議
長
賞

　
　

内　

田　

宏　

之
（
興
野
）小

菊　

ピ
ン
ク

足
立
区
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
　

榎　

本　

守　

伸
（
扇
）

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア　

ブ
ル
ー

J
A
東
京
ス
マ
イ
ル
組
合
長
賞

　
　

横　

井　

浅　

雄
（
扇
）

夏
菊　

星
座

東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
会
長
賞

　
　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）

ル
ド
ベ
キ
ア　

ア
マ
リ
ロ
ゴ
ー
ル
ド

東
京
都
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
　

阿
出
川　
　
　

浩
（
江
北
）

黄
小
菊　

秀
よ
う
た

足
立
区
観
光
交
流
協
会
会
長
賞

　
　

榎　

本　

紋　

子
（
扇
）

ア
ン
ゲ
ロ
ニ
ア　

Ｍ
Ｉ
Ｘ

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
長
賞

　
　

西　

山　

敏　

雄
（
江
北
）ダ

リ
ア　

詩
織

　

さ
ら
に
、
２
等
賞
５
点
、
３
等
賞
10
点
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）

オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ
ム　

セ
レ
ニ
テ
ィ

　

榎　

本　

紋　

子
（
扇
）

シ
レ
ネ　

ピ
ン
ク
パ
ン
サ
ー

　

西　

山　

公　

章
（
江
北
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）
ス
ト
ロ
ン
グ
ゴ
ー
ル
ド

　

西　

山　

敏　

雄
（
江
北
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
切
花
）
ス
ト
ロ
ン
グ
ラ
ブ

優
良
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

〈寸評〉

揃い・締まり・鉢と茎
葉バランスが素晴らし
く、品種本来の花色（濃
赤）と花卉のボリュー
ムの備わった逸品。

第
49
回
足
立
区
春
花
品
評
会

第
49
回
足
立
区
春
花
品
評
会

第
49
回
足
立
区
春
花
品
評
会

　

「
第
57
回
足
立
区
夏
花
品
評
会
」
が
６
月
７
日

（
火
）
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支
店
２
階
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
47
点
の
花
々
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（写真左下）
日々草　タイタン

〈寸評〉
ボリューム豊かで各色
の草丈が揃い、高い市
場性を備えた作品。

（写真右上）
小菊　秀ひらり

〈寸評〉
花数も多く、花弁の痛
みがなく、下位節から
上位節まで色・形の揃
い、結束・展示技術も
極めて優れた逸品。

第
57
回
足
立
区
夏
花
品
評
会

第
57
回
足
立
区
夏
花
品
評
会

第
57
回
足
立
区
夏
花
品
評
会

特
等
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

東
京
都
知
事
賞

　
　

西　

山　

敏　

雄
（
江
北
）小

菊　

秀
ひ
ら
り

足
立
区
長
賞

　
　

並　

木　

秀　

郎
（
一
ツ
家
）

日
々
草　

タ
イ
タ
ン

一
等
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

　

内　

田　

宏　

之
（
興
野
）

　
　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）
ス
ト
ロ
ン
グ
ラ
ブ
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東
京
都
で
は
農
産
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
134
・
137
を
定
期
的
に
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
区
内
産
の
野
菜
に
つ
い
て
、
都
農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
検
査
〔
令
和
４
年

５
月
19
日　

コ
マ
ツ
ナ
（
施
設
栽
培
）
〕
の
結

果
、
セ
シ
ウ
ム
134
・
137
ど
ち
ら
も
検
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

※

農
産
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
は
、
セ

シ
ウ
ム
134
・
137
の
合
計
が
100　

／
Kg
以
下
で
す
。

　

収
益
性
の
高
い
農
業
展
開
に
必
要
な
施
設
整
備

等
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

「
都
市
農
業
経
営
力
強
化
事
業
」

　

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
者
が
５
年
間
の

「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
計
画
に
基

づ
い
て
各
自
が
設
定
し
た
農
業
経
営
に
お
け
る
目

標
の
達
成
を
目
指
す
制
度
で
す
。

　

認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
都
や
区

の
認
定
農
業
者
を
対
象
と
し
た
補
助
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
都
、
東
京
都
農
業
会
議
、
Ｊ

Ａ
な
ど
で
組
織
す
る
「
相
談
支
援
チ
ー
ム
」
が
農

業
経
営
改
善
の
た
め
の
支
援
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

足
立
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
31
経
営
体
が
認
定

農
業
者
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
区
と
農

業
委
員
会
で
は
、
今
後
も
認
定
農
業
者
の
認
定
や

農
業
経
営
改
善
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
た
支
援
、

家
族
経
営
協
定
締
結
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
認
定
農
業
者
に
な
り
た
い
」
と
い
う
ご
要
望
が

あ
る
農
業
者
の
方
は
、
農
業
振
興
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

江
戸
東
京
野
菜
「
千
住
ネ
ギ
」

　
　

命
を
つ
な
ぐ
栽
培
授
業

　

農
業
委
員
会
で
は
、
か
つ
て
区
内
で
生
産
さ
れ

て
い
た
江
戸
東
京
野
菜
「
千
住
ネ
ギ
」
栽
培
授
業

を
区
内
小
学
校
の
児
童
と
と
も
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
区
内
小
学
校
６
校
（
千
寿
双
葉
・
栗

原
北
・
西
伊
興
・
平
野
・
保
木
間
・
栗
島
小
学
校
）

で
栽
培
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ネ
ギ
の
種
は
一
般

に
市
販
さ
れ
て
い
る
「
Ｆ
１
種
」
と
い
う
一
代
限

り
の
も
の
と
異
な
り
、
何
代
に
も
渡
っ
て
種
を
採

り
、
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
固
定
種
」
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
５
月
か
ら
６
月
に
各
学
校
で
行

わ
れ
た
「
種
の
伝
達
式
」
で
は
、
上
級
生
か
ら
収

穫
し
た
種
と
と
も
に

下
級
生
へ
む
け
た
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
ネ
ギ
は
足
音
で
育

つ
と
い
い
ま
す
。
私

た
ち
が
１
年
間
育
て

た
種
を
、
し
っ
か
り

次
の
学
年
へ
引
き
継

い
で
く
だ
さ
い
。
」と

声
を
か
け
、
種
を
引

き
継
い
だ
下
級
生
は

「
頑
張
っ
て
育
て
ま

す
。
」
と
力
強
く
答

え
て
い
ま
し
た
。
農

業
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
栽
培
す

る
喜
び
を
感
じ
、
ま

た
次
の
子
ど
も
た
ち

に
種
を
引
き
継
げ
る

よ
う
、
ネ
ギ
の
生
育

を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
感
想
や
今
後
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
振
興
係
）
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

℡
（
３
８
８
０
）
５
８
６
６<

直
通>

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
状
況

【補 助 金】
事業費（税抜）の 1/2 以内

【募集予定】
令和５年５月頃

（翌令和６年度施工分）

【内　　容】
・パイプハウス等生産施設

・栽培関連施設

・流通・販売施設

上記等の整備が補助対象。

【事業実施対象】

◆
東
京
都
補
助
事
業
の
ご
案
内
◆

◆
認
定
農
業
者
を
応
援
し
ま
す
！
◆

認定農業者のみ




